
日本経済学会春期大会2013年度春季大会報告用

天保の失敗：資源配分機能の非効率化 ∗

横山和輝 †

Abstract
天保期において各地域の米価は連動性を失う。本稿は，この裁定機会の増大

が株仲間解散という制度変化によるものかどうかについて18世紀から19世紀

に渡る12地域の米価データをもとに検証する。なかでも江戸と大坂の連動性

について，1830年代中頃に大きなショックが生じていた。 資源配分の達成と

いう点で，徳川政権は市場経済に負うところが大きかった。徳川政権は，株

仲間組織や司法制度など様々な制度が関連し合いながらそれなりに契約のエ

ンフォースメントの有効性を保持できていた。しかしながら，株仲間組織の

ガバナンス機能低下，飢饉あるいは動乱，さらに株仲間や金融契約に関する

制度改革を通じて，エンフォースメントの有効性は低下した。天保期の一連

の改革や飢饉・動乱は，商人同士で情報を共有させるインセンティブを喪失

させたのである。
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